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となる ことがわか る, (5)式 は実測値の Orderを大体説明 し ,且-Tcaj変
化に よるαoj動きの傾 向 も理軍 させる｡
もつと正 しい扱いには paircorrelationクコdynafhics示必要で あ
る〔 (1) 記.Akao&T.Sasaki,JCP25(1955),2210.
(2) R.iM.Hill&S.A.王chiki,PR廷旦(1962),1140.
不可逆過程 の統計力学における変分葱腰 中 野 藤 生 (名大理 )
こCj変分 原腰 は ,方法の上か らは ,Lippm去打キSchwi-ngeraJ,散乱問題
におけるSchr岩dinger方程式に隣 した変分原理(1)につなが り,物腰上の問
題 としては ,Boltznlann方程式に関す るKohlerの変分原理 (2･tにつなが っ
てい るけ つ まり,-Boltzm?nn方程式 ujかわ りに ,N-eumJip-n方麗式に関連 '-
してい るO摂動近 似 (これが同時に coarse一grainingをほど ±す '=とに}:LT
もなる )oj段階で ,Kohler変分原理 に帰着するO この ように ,この-変分魔
盛の変分定式に coarse一graining又は randomi zationの影響が もち こ
まれることに よって ,熱力学における在来の通 常の変分原理に痛着 され るも
のと考え られ るE,
電気伝導 を例 に とってみるn tく 0における ,電場 E(i)-Ee
(S･> + o)aj場合の問題 と ,i>0におけるE(i)三Ee-St の場合 の問題
とが ,この変分慎歴 Uj中に必ず組み合わ さって現れ て くるp 磁場内で の伝導
現象にたいするKohler変分原動 まziman5)の指摘 し左 よう壱 ;･停留値問
題であっ て ,毎値問題でないとい う土とi こujことと関連 し七いる.1
timeィeversalの関係にある二様 の問題が組み合わ さ｢る ことと ,time-
-256-
二次の相転移
reversalの問題における磁場の性質 とがか らみ あって出 て くる結果で あ
る 【
4)




4) こa)変分 原理Cj詳綿につい ては H.Nakano,Proc,Phys.Soc.
(1965).(November issueに出 る予定 )～
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